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･

芋習 者が絵や 写 真等 絹争止画像) を ナ レーシ ョ ン で つ なLf ､ 物語を 制作す る ス ト ー l) - テ リ ン グの とり 組 み が

産ん で い る o 筆者 らは 1 9 8 O
'

if
=

イe 前 半 よ り . カ メ ラ 棚 姦写 ス タ ン ド にu .] 定 し た ビデオ カ メ ラ と ビデ オ レ コ- ダ を

川し】て , ビデ オ ス ト- リ- テ l) ン グ の 制 作を 継続 し て き た ｡ さ ら に ､

'

1 0 0 6 年 よ り , 大字 授業で .
コ ン ピ ュ ー タ とムー

ビー作成ソ フ トを 用 い て ､ 大 学 生 がデ ジ タ ル ス ト- リ- テ リ ン グ の 作 品 制 作 に とり 組 ん で きた｡ 本 報告で は ､ こ

41 まで の 実践成果 を も とに . 協働参加 型 学習の た め に . ス ト- り- テ リ ン プ を い か に 晴喝 す る か に つ い て整 理 し た ｡

キーワード : ス ト- l) - テ リ ン グ ､ 静止 軌 協働 学習. 参)J[]守-! 学 乳 授業改発

1 . はじめ に

ス ト ー リ - テ リ ン グ (s t o ry te lli n g) と は ､ 文字､ 画 像､

書 な どを用 い て ､ 現実 に起 こ っ た こ とや , 空想上 の で き

ご とを描い たも の で あり､ 日本苫吾で は ｢ 物語｣ や ｢ お話｣

を意味する ｡ 英語版 w ik i p e d i a に よ れば
】'

. 最 も古い 形

と して は ､ 口 承 で 人か ら人 へ ､ そ し て壁画 と い う形 で ,

文字 の 発明ととも に物語は記録さ れ より多く の 人 ､ 多

く の地域 へ と伝えられ た. 近年で は､ ′ト説､ 映画な どと

い う形 で 世界に伝えられ て い る ｡

テ ク ノ ロ ジ
ー

の 発達により, コ ン ピ ュ
ー

タ で ､ ナ レ
-

シ ョ ン . 写 真､ B G M 等 を合わ せ ､ ス ト ー リ ー テ リ ン グ

を容易に作成で き る よう にな り, こ う し て で きた ス ト ー

リ ー

テ リ ン グをデジタルス ト ー リ ー

テ リ ン グと呼ぶ よう

に な っ たo 筆者らは , 1 9 8 0 年代よ り, ビデオ カ メ ラを

用 い て ス ト
ー リ ー

テ リ ング制作に注目し､ 学習者に よ る

制作活動を取 り入れ て きた
2'

.

本 報告 では ､ ス ト ー リ ン グ テ リ ン グ制作の方法､ 大学

授業にお け る ス ト
- リ ー

テ リ ン グ制作実践に つ い て 述

べ
, 授業の 中で ス ト

ー リ- テ リ ングをどの よう に活 用 ･

実践し て い くか を整理する ｡

2 . ス ト ー リ ー

テ リ ング制作の 方法

(1) ビデオ接写 シ ス テ ム を用 い た ス ト ー リ ー

テ リ ン グ

織田 (1 9 8 6 ) は ､ 平面的な資料､ 例 えば､ 絵 ､ 写真､

図 表な どを ビデオ カメ ラ で 撮影し ､ ス ト ー リ ー 性 の あ

るビデオ作品を制作で きる ビデオ接写 シ ス テ ム ( V i (l e o

c l o s e- u p s y s t e m ,
略 称 Ⅵ c s) を 開発した

ゴー

o ビデオ接

写 シ ス テ ム は , ビデオカ メ ラ ､ ビ デオカセ ッ ト レ コ
ー ダ､

カ メ ラ 用接写 スタ ン ド ( ラ イ ト付き) ､ マ イ ク ロ フ ォ ン ､

"

教 育学
l

[

l

fr) 附l,i 教育実脂総合セ ン タ ー

* り

皇撃紀 大 学 文学部
* ::

北 アリ ゾナ 大学教育学部大学院持士課 程

- I -

テ レ ビ モ ニ タ から成り , ビ デオカ メ ラ は ､ 図 1 に 示すと

おり ､ カ メ ラ 用接写 ス タ ン ドに 固定さ れ さら に接写用

の ク ロ - ズア ッ プ レ ンズを取り付けれ られ る ｡ そ うする

こ と に よ り , 学習者や教員は ､ 接写ス タ ン ドに置かれた

平面的な資料 (主とし て 写真､ 絵, 図表) を ､ テ レ ビモ

ニ タ ー を 見なが ら ビデオ作品を制作す る こ とが可能 と

な る ｡

織田が こ の 方法を考案した 1 98 0 年代前半は. ビデオ

カ メラはまだ家庭用に普及して おらず､ 現在の も の と比

べ かなり大型で 高価で あ っ たg 当 時､ ビデオ撮映は フ ァ

イ ン ダ
-

を覗 きなが ら動( も の を写すと い う こ とが一

般的で あ っ た が ､ 織田は従来の 発想を否定し､ ビデオカ

メラを固定し ､ 平面的な資料を接写ス タ ン ドを置き .

｢ ‥

録画 ･ 録音 -
一

時停止 - 資料の 交換 - 録画 ･ 録音
-

｣ を

繰り返しなが らビデオ作品を制作する方法を考案した o

こ う する こと に より . 学習者が ビデオ カ メ ラ を抜い やす

くし ､
い つ で も､ ど こ で も, 誰で も､ ひ と り で , 容易 に .

短時間に ビデオ制作がで き る よう に した D

ビデオ接写シ ス テ ム ViC S に は , 次の ような特徴( 長所.

ビデ オ接写ス タ ン ドと カ メ ラ
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利点) がある
2)

o

1) 視聴覚教室だけでな く, 小中学校の
一

般教室で も使

用 で きる｡

2) ひ と り で ビデオ作品が制作で きる｡

3) 録画操作が容易であ り､ 小中学生 で も vi C S の 操作

が で きる｡

4) 豊富な印刷物が原図とし て利用で きる｡

5) 接写ス タ ン ド上 で資料を左右上下に動か した り, カ

メ ラ のズ
ー ム機能により動的な表現も可能で ある.

6) 1 式 の Vi C S を多数 の 学習者や教師で共同利用で き

る｡

ビデオ接写シ ス テム Vi C S を用 い た ビデオ制作は ､ 以

下に示す手順で進め られ る｡

1) テ
ー マ と内容の決定

2) シ ナ リオ (台本) 作りと写真
･ 絵 ･ 図表等の 原図の

収集
･

制作と原図の配列 (構造化)

3) v i C S を 使 っ た原図の ビデオ化 (録画
･ 録音)

4) 自作ビデオ作品の視聴
･

評価

今日 ､ ビデオカ メラは小型化
･

軽量化され , カ メ ラ本

体に録画用テ
ー

プ ･ マ イ ク ロ フ ォ ン を内蔵し, 液晶ディ

ス プレ イ 付き の も の が
一

般的にな っ て き て い る｡ した

が っ て ,
ビデオカ メラと接写用ス タ ン ドが あれば､ 手軽

にビデオ作品を制作する ことが可能であ る｡

(2) デ ジタル ス ト
ー リ ー テ リ ングの制作

w iki
p
e d i a で の S t o rァte lli n g の 解 説 に よ る と

1'

､ デ

ジ タ ル ス ト
ー リ ー テ リ ン グ の 始 ま り は ､ 1 9 9 3 年 に

A m e ri c a n Fil m l n s ti tu te が ワ ー ク シ ョ ッ プでは じめた も

の を､ 1 9 9 0 年代中頃に, サ ン フ ラ ン シ ス コ にある T h e

c e n t e r fわr D i g
i t al S to r

ァ
t elli n
g
が積極的に ワ

ー ク シ ョ ッ

プを展開しアメリカ全土に広が っ た と い う｡ こ の ワ
ー ク

シ ョ ッ プでは , 自分 で書 い た文章に写真と B G M を あわ

せ て , 2 分か ら 5 分程度の作品を作り上げる｡

T h e C e n t e r fわr D i gi ta l S t o
r
ァt e
lli n
g
の デ ジ タ ル ス

ト ー リ ー テ リ ン グはイギリ ス 国営放送 ( B B C) の T h e

c a
p
tu r e w al e s p r oj e c t に 採用され ､ イギリ ス の ウ ェ ー

ル ズ地方の文化や伝統を残すた め のデジタル ス ト
ー リ ー

テ リ ング作りが ､ イギリス 全土 に広が っ た ｡

ス ト
ー

リ
ー

テ リ ングは､ 人 に何か を伝えたり､ 人 を楽

しませた りする｡ 人 が生まれ持 っ た言語能力を必要とす

るため, ｢ 表現力｣ を高め る こ とを目的に, 米国 では あ

らゆる教育現場にス ト
ー

リ
ー

テ リ ングが伝統的に導入 さ

れ て い る｡ 例 と して は ｢ 私に つ い て｣ や ｢ 私の 夏休み｣

な どに つ い て , ク ラス で の発表に使われて い る｡

米国 で は､ デ ジタル ス ト
ー

リ
ー

テ リ ン グは､ あ らゆる

教育 レベル ､ 教科 の学習に導入 され て い る｡ 教科 の学習

の 応用 例とし て は､ 社会科 にお い て ｢ 戦争に つ い て｣ ,

理 科 の ｢ 動物 の成長記録｣ , 道徳 ｢ タ バ コ に つ い て｣ ､ 生

徒指導 ｢身近で起こ っ た犯罪｣ 等で ある｡

特 に､ 移民の 国､ 多民族国家の アメリカ で は､ 作品の

多く に ｢ 自分探 し｣ の要素が含まれ て い ると感じられ る｡

家族の ル ー

ツ を調 べ る こ とにより , 自分をアイデ ンテ ィ

テ ィ ー を見直す､ とい う狙い が感じられる o 北アリゾナ

大学教育学部では ､ デ ジタル ス ト ー リ ー テ リ ングの 制作

が必須とな っ て おり ､ そ の 作品発表で は , 作者で ある学

生が発表をしながらが感動して 涙を流すとい う場面を多

く見か けた (北アリゾナ大学で の 大野の 経験より) 0

現在､ 米国 で の デジタル ス ト
ー リ ー テ リ ングの 作品例

を見ると, 制作者自身の ライ フ ヒス トリ
ー や家族の こ と

をテ ー

マ に し, 個人 (
一 人) で 制作した もの が多い ｡

学習者によ る シナリオ作成が終わ っ て から､ デ ジタル

ス ト
ー

リ
ー

テ リ ングの 作品制作は以下に示す方法で行わ

れる ｡

1) コ ン ピ ュ
ー

タ で音声録音用ソフ トを用い て , ナ レ ー

シ ョ ン の録音

2) ム ー ビ ー 作成ソ フ ト( w i n d o w s X P 用 ｢ ム
ー ビ ー メ ー

カ ー

｣ な ど) を用 いて ､ 録音された音声と用意された

画像の配列
･ 長 さ の調整､ 必要に応じ て B G M の 挿入

3) ム
ー ビ ー

フ ァ イ ル ( w フ ァ イルな ど) の 作成

(3) デ ジタル ス ト
ー リ ー テ リ ング の意義

従来の ス ト
ー

リ
ー

テ リ ングと比 べ , デ ジタル化して作

品制作するこ とにより 4 つ の利点が考えられ る｡

1) よ り視覚的聴覚的に魅力ある作品を作るこ と

2) 作品の改善を行いやすい

一 部 の画像や音声を入れ替えた り､ 順番を入れ替え

る こ とが簡単にで きる. 作品完成後も, ム ー ビ ー 作

成ソ フ ト で編集し直し､ ム
ー ビ ー

フ ァ イ ル の 作り直

しが で きる｡

3) オ ン ライ ン ( W e b) 化する こ とで ､ 時間や距離にか

かわ らずより多く の 人と作品共有で きる｡

4) 作品制作を通して ､ コ ン ピ ュ
ー タリ テ ラ シ ー を高め

る ことが で きる

これ ら の利点に加え､ 自分 の考えや気持ちを語るデジ

タル ス ト ー リ
ー

テ リ ングは､ ｢ 伝 える力｣ ｢ 表現する力｣

を高める こ とに有効で あると考えられ る｡

3 . 大学授業で の ス ト
ー リ ー テ リ ング制作

須曽野が担当す る授業で ､ 2 0 0 5 年度よ り､ 本格的 に

学生がス ト
ー リ ー テ リ ング制作を行 っ た ｡ 特 に こだわ っ

た こ とを示すと､ 以下 の よう にな る｡

･ グル ー プ (2 - 5 人) で とり組み, 協働で作品制作する

･ 限 られ た時間内で制作するo

･ 作品を視聴し合い ､ 成果を共有する｡

ー2 -



協働参加型学習の ため の ス ト - リ ー

テ リ ング制作

特に ､ グル ー プで の協働制作に こだわ っ た の は ､ 学習

理論の中で も, 構成主義及び社会的構成主義に基づ く教

育実践を進めた い と い う こ とか ら であ る o 欧米 で ､ デ ジ

タル ス ト ー リ ー テ リ ングが学習の場でブーム とな っ て い

る の は , 1 9 8 0 年代後半頃か ら, 構成主義の 学習理論が

広く採り入れられ ､ 学習者の 主体性や知識の 構築を重視

した学習活動を展開しよう とした こ と による もの であ ろ

ラ . さ ら に ､ グル - プで の 協働作業や協調活動を重視す

る 社会的構成主義の 学習論が世界的に 注目され る ように

な っ て い るc

次に ､ ス ト ー リ ー テ リ ングを実際の 授業で 制作した実

践 を､ 皇撃館大学文学部 ｢ 教育工学｣ ､ 三 重大学教育学

部 ｢ 教育実践演習｣ に つ い て 具体的に述 べ る｡

(1) 2 0 0 5 年度後期皇!撃館大学文学部 ｢教育= 学｣

皇撃館大学文学部にお い て , 須 曽野 が非常勤講師で

担当する 授業 ｢ 教育工 学｣ で ､ 2 0 0 5 年産後期の授業で ,

参加学生がス ト ー リ ー

テ リ ン グの 作品 制作に とり組ん

だ
=り

｡

2 0 0 5 年度 の 授業で は, ビデオ接写 シ ス テ ム を利用 し

た方法で ､ 3
-

5 人 の グ ル ー プ に 分かれ ビデオ制作に と

り組んだが ､ 作品テ
ー マ 及び作品時間制限は特に設定し

なか っ た ｡ 学生数､ 制作時間等は次に示 すとお り で あ る ｡

学生数

プルーフ

制作準備時間

ビデオ振画時間

ク ラ ス A ク ラス B

l 1 5 人 7 4 人

2 9 1 8

2 時間 2 時間

2
.
5 時間 l .5 時間

大学生はまずグル
- プで どの ようなテ

ー

マ で ビデオ作

品 を制作する か話し合 っ たo そ の 後､ 各グル
-

プで ､ シ

ナ リオ作成, 絵 を描< ･ 色塗り, B G M の 用意 (必要なら)

を進めた｡ 準備や練習が終わ っ たグループから ビデオ接

写 シ ス テ ム を用 い て , 録 画作業を進めた ( 図 2) D ビデ

オ授写セ ッ トは .

r
) つ 用意し､ 各グ ル ー プ の録画時間 は

10 分程度で あ っ た ｡ 全作品が仕上が っ て か ら, 大学生

は ビデオ作品 ( 国 3 に 作品例) を視聴し合 っ た｡

(2) 2 0 0 6 年度前期三重大学教育学部 ｢ 教育実践演習｣

三 重大学教育学部で の 20 0 6 年度前期授業 ｢ 教育実践

演習｣ ( 須曽野担当) で ､ ス ト ー リ ー

テ リ ン グ制作を進

めた D こ の 授業は . 学校教員養成課程と人間発達科学課

程の 学生を対象とした もの で あ る が ､ 参加学生 は 人間発

達科学課程6 人 で あ っ た｡ 授業の 前半で は ､ プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ ト ｢ パ ワーポイ ン ト｣ を用し1 て ｢ 三 重大学こ

う しよう こう変えよう｣ と い うプ ロ ジ ェ ク トに と り組ん

で い た の で , ス ト ー リ ー

テ リ ング にとり組ん だ授業回数

- 3 -

は
､ 後半の 約 4 回分で あ っ た ｡

参加学生 6 人 が ､ 2 人ず つ 3 つ の グル ー プに 分かれ ､

各グル - プが コ ン ピ ュ ー タ を利用 し ､
｢ デ ジタ ル｣ の方

法で作品づく りを始めた ( 図4 に 制作風景) ｡

(3) 2 0 0 6 年産後期皇畢館大学文学部 ｢ 教育工 学｣

こ の年には､ 前年と比 べ . 参加学生が増えた こ とや学

生個人所有の コ ン ピ ュ
ー タ を利用 で き る こ とな どか ら ､

ビデオ接写の 方式だけで なく ､ 制作方法を次の a - c の

どれか をグル
ー

プで 選択さ せ る こ ととした .

a 府毛芝居

b ビデオ ス ト ー リ - テ リ ン グ

c デ ジ タル ス トーリーテ リ ング

図2 壬受業で の 制作風景

ぎ
園3 ビデオ ス トーリーテ リ ング 作品 例

} j

国4 デ ジ タル ス ト ー リ ー テ リ ン グ制作風 景
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園5 棄民芝居作 品例 ｢ 空 き 缶 の 舟｣

また ､ 作品 制作の テ
ー マ は ,

｢ も っ た い な い｣ か ｢ 我

が 大学｣ と し ､ 作品の 時間も 9 0 秒以内と設定し た. 舵

芝居の作品例を図 5 に 示 す ､ そ し て , デジ タル ス トーl｣ -

テ リ ン グ で の 作品例 ( ス ク リ
ー

ン シ ョ ッ ト) を 図 6 -

7

に 示す ｡

2()0 6 年度秋学期で の 学生数､ 制作時間等は以下に 示

す とおり で あ る ｡

ク ラ ス A ク ラ ス B

字半数 1 3 0 人 9 5 人

プルーフ 3 9 2 8

制作 畔備時 間 2 .5 時間 2.
5 時間

4
. 授業にお けるス ト

ー リ ー

テ リ ングの 活用

( 1) 静止画を活用 した ス トーリーの構城

ビデオ作品 を制作す る場合､ す で に録画 された動画 を

学習者が編集し ､ ス ト - リ ー を構成す る こ とも可能で あ

る o しか し ､ 動画 の場合､ す で に ス ト - リ
ー

そ の も の が

記録さ れ て お F) ､
ス トー1) - を自由 に構成する ことは難

し い ｡

そ れ に対し ､ 絵や 写真な ど の 静止 画を用 し1 て ス ト
ー

リ
ー

テ リ ン グにとり組む場合, 以下 の とお り, 学習者が

ス ト- リ
ー を構成す る経験がしやすく な る o

･ ど の よ うな静止画 を数枚活用 (選択 ･ 作成) し､ ス ト
ー

T) -

を 構成する かがポイ ン トとな るo

･ 活 用 す る 静止画 を並 べ な がら､ ス トーリ
ー

の 起承転結

を考える D

･ 静止画を見ながら, 自分が学んだことを振り返り , そ

れ をまとめ て い く こ とが で き る.

･ ナ レ- シ ョ ン を どの よう に 入れ る かを考え, シ ナ リオ

を作成する o

(2) 構成主義および社会的構成主義 に基づく ス ト
- リ -

テ リ ング制作

我が国 で は ､ 1 9 8 5 年が ｢ コ ン ピ ュ
ー タ 教育元 年｣ で

あ る と言われ る が ､ そ の 時代､ コ ン ピ ュ ー タ の 教育利用

の 一 つ して , C A l ( C o m
p
u t e r As si s t e d I n s t ru c ti o n ) が 注

やめよう空戦争｡
湊がも っ たいない ｡

囲6 デ ジ タ ル ス ト
ー ｣ )

-

テ リ ン グ 作品例1 ｢ 涙が も っ た い な い｣

- 4 -



協働参加型学習の ため の ス トーリ - テ リ ング制作

M O T T AI N A = !
% &
∴〟鷲､さ

I -

て:
～

園7 デ ジタ ル ス トーリーテ リ ング作品例2 ｢ M O T T A I N A [!u

目 さ れ た｡ 個別教授様式や ドリル & プ ラ ク テ ィ ス 様式

で の ( A I は ､ 行動主義の 学習理論に基づ く も の で あり､

学習者は コ ン ピ ュ
ー タ に表示され る説明を読んだり, 問

題 に答えたりする こ とが多か っ た ｡

一

方 . ス ト
-

リ
-

テ リ ン グ の 制作にお い て は ､ 学習者

が ､

･ 数枚の 静止画 を活用し て . どの ような ス ト - リ - に す

る か を考え る

･ 活用する 静止画 をもとに ､ ナ レ -

シ ョ ン原稿 ( シ ナ リ

オ) を作成す る

･ 短 い ス ト- リ ー の 中で ､ 視聴して くれ る 人 に何を どう

伝え るか

とし1 う こ となど､ 構成主義に 基づく学習活動が重要とな

る D

さ ら に ､ 3
.
で 述 べ た よう に , 筆者の 授業実践で は ､ 2

- 5 人の グル
ー プで 協調しなが ら作品静‖乍に とり組む こ

とを重視し て おり ､ 社会的構成主義に 基づく学習実践と

も い え る ｡ 実際に ､ 実践後の 調査結果から ､ 協働で の 作

品制作に意義を感じたり . や り が い を見い だす大学生は

数多い ｡

( 3) 発信型知識の 育成

図 8 に 示すとおり ､ 学習者が学習環境の 中で得られ る

情報を受信したり情報を発信する ため に は, 様 々 な知識

が必要 で あ る o 須曽野は これ ま でそ れを ｢ 受信型知識｣

と ｢ 発信型知識｣ に 分類し, 発信型知識は受信型知識の

部分集合で あ る と考え て きた
】'

｡ また . 情報を受信
･

発

信す る 言語的な知識を レ ベ ル ご と に

I) 単語 レ ベ ル

2) 文 レ ベ ル

3) 文章 レ ベ ル

4) 文脈
･

背景 レ ベ ル

~こ) -

に 階層的にとらえ て きた.

こ れ まで の我が 国 の教育で は､

一

斉指導型授業が主流

で ､ 知識が身に 付い たか どうかは ペ ー パー テ ス ト で ､ ｢ 1 )

単語 レ ベ ル｣ で の 正誤判定が行われ て きた｡

例 えば. 教育学部生 が教員採用試験の学習で ､ ｢『学校

と社会』 と いう 本を書い た の は誰か ? ｣ と い う 問い に ､

｢ デ ュ ー イ｣ と答えれば正解で , そ れ 以外 で あれば不 正

解とな る ｡ 教育史や教育思想を学んで いく 上 で ,
こ の よ

う な単語レ ベ ル で の 知識だけで な く ､
｢ デ ュ ー イ が そ の

本 の中 で 主張し て い る こ とは何か｣ ｢ デ ュ
ー イ が教育実

践をど の よう に考えて い たか｣ と い う こ とが重要で あ る ｡

大学授業で は, 上記 の 3) 文章レ ベ ル 4) 文脈 ･ 背 景

レ ベ ル まで 発信型知識を身に つ け る ため､ 論述型の試験

を行 っ た り､ レ ポ
- ト を科した りす る こ とが多い . そ れ

ら以外に ､ ス ト ー リ -

テ リ ン グ制作に と り組 めば､

･ 制作者 の興味 ･ 個性等を活かすこ とが で き る ｡

･ 視覚 ･ 聴覚的に魅力ある作品を創造 ･ 発信する｡

･ 静止画 をもと に , 学ん で きた こ とを擦り返り､ 自分 の

中 で蓄積した受信型知識を確かな も の にす る ｡

･

活用 する 静止画 を選択
･ 並 べ 香え をする こと に より,

国8 情報 の 受信 ･

発 信 と知識
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学んだこ とや感想な どを表現
･ 発信しやすくな る｡

と い う利点がある ｡

(4) 全員参加によ るス ト
ー リ ー テ リ ング制作

筆者 (須曽野) の授業で は､ 6 人 の 小規模ク ラス か ら

10 0 人 を超える大規模ク ラス で あ っ て も､ 学生がグル
ー

プで の ス ト
ー リ ー テ リ ング制作にとり組ん で きた. 大規

模ク ラス で , ス ト
ー リ ー テ リ ン グにとり組む には､ 制

作機材の 準備や制作時間等､ 数多く の 問題点があ るが ､

学生所有の コ ン ピ ュ
ー タ を利用 させ たり ､ オ ン ライ ン

( w e b) マ ニ ュ ア ル を利用させ ､ 限られた授業時間や 授

業外時間を活用する こ とで ､ 全員参加の ス ト
ー

リ
ー

テ リ

ング制作が可能で あ っ た ｡ 授業参加全学生がス ト ー リ ー

テ リ ング制作にとり組む こ とで ､ 以下に示すこ とが利点

として挙げられる｡

･

他の グル
ー プが制作した作品の 作り方や内容から学ぶ

こ とが多い ｡

･ グル
ー プ内だけ で なく ､ 他の グル

ー プから制作ノウ ハ

ウな ど､ 支援が得られ る こ とがある ｡

･ 作品を視聴する場合､ 制作者の視点か らも コ メ ン ト
･

評価で きる｡

･

1 つ の テ ー マ で作品制作する と､ そ の テ
ー

マ に即 した

こ とが らに つ い て ､ 多面的に学ぶ こ とができる ｡

5 . おわりに

三 重大学で は, 約 2 年前よ り ､ 高等教育創造開発

セ ン タ
ー

が 中心 と な り､ P B L ( P r o b l e m / P r oj e t B a s e d

L e a r n i n
g) を 全学の 授業に取り入れよう とい う動きが進

ん で い る｡ P B L の 学習活動では , 学習 の まとめや振り返

り ､ さ ら に ､ 学習成果の プレゼンテ
ー

シ ョ ン が重要とな

る ｡ 今後､ p B L にお い て ､ ス ト
ー

リ
ー

テ リ ン グの手法を

い かに活用で きるか検討し､ 授業実践を進めて い きた い ｡
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